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【手続補正書】
【提出日】平成25年1月17日(2013.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
タンパク質としてホエイタンパク加水分解物および発酵乳由来のタンパク質、脂質として
高オレイン酸含有油脂およびレシチン、ならびに糖質としてパラチノースを含む肝疾患患
者用栄養組成物。
【請求項２】
ホエイタンパク加水分解物がホエイタンパク質分離物（ＷＰＩ）の加水分解物又はホエイ
タンパク濃縮物（ＷＰＣ）の加水分解物である、請求項１記載の栄養組成物。
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【請求項３】
ホエイタンパク加水分解物が、加熱変性したホエイタンパク質分離物（ＷＰＩ）を、エン
ドペプチダーゼおよびエキソペプチダーゼで加水分解後、この加水分解物中の芳香族アミ
ノ酸をイオン交換樹脂で吸着処理することにより、Ｆｉｓｃｈｅｒ比が１０以上、分岐鎖
アミノ酸が１５％以上、芳香族アミノ酸が２％未満のホエイタンパク加水分解物（分子量
２００～３，０００のペプチド混合物）である、請求項１記載の栄養組成物。
【請求項４】
ホエイタンパク加水分解物が、タンパク質含量が少なくとも６５％のホエイタンパク濃縮
物（ＷＰＣ）の１２％水溶液を、６０℃を超える温度で熱処理後、Ｂ．ｌｉｃｈｅｎｉｆ
ｏｒｍｉｓ由来のアルカラーゼおよびＢ．ｓｕｂｔｉｌｉｓ由来のニュートラーゼで１５
～３５％のＤＨまで加水分解し、この加水分解物を、１０，０００を超えるカットオフ値
をもつ限外濾過（Ｕｌｔｒａｆｉｌｔｒａｔｉｏｎ：ＵＦ）後、ナノ濾過（Ｎａｎｏｆｉ
ｌｔｒａｔｉｏｎ：ＮＦ）で濃縮し、このＮＦ保持液を噴霧乾燥して、無臭で苦味の少な
いホエイタンパク加水分解物である、請求項１記載の栄養組成物。
【請求項５】
ホエイタンパク加水分解物が以下の表１に示すアミノ酸組成を有する、請求項１記載の栄
養組成物。
【表１】

【請求項６】
さらにラクツロース、ラクチトールまたはラフィノースを含む請求項１から５のいずれか
一項記載の栄養組成物。
【請求項７】
レシチンが乳由来および大豆由来である請求項１から６のいずれか一項記載の栄養組成物
。
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